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濱
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平
成
二
十
九
年
　
元
旦

　
平
成
二
十
九
年
の
新
年
を
迎
え
、
謹

ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
年
も
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
祈
念
致
し
ま
す
と
共
に
、
組
合
運

営
に
お
け
る
諸
事
業
推
進
に
ご
理
解

を
賜
っ
て
お
り
ま
す
事
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
は
、
昭
和
三
十
二
年
、
終
戦
後

の
経
済
復
興
の
中
で
生
活
衛
生
関
係

営
業
者
は
過
当
競
争
に
な
り
、
正
常
な

経
営
が
著
し
く
阻
害
さ
れ
る
と
と
も

に
、
衛
生
水
準
の
低
下
が
憂
慮
さ
れ
る

状
況
下
、
全
国
の
組
合
員
が
一
丸
と

な
っ
て
衛
生
水
準
の
向
上
と
経
営
の

安
定
か
ら
生
活
衛
生
法
が
成
立
し
、
今

年
で
六
十
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま

し
た
。
六
十
年
の
歴
史
に
は
先
人
達
へ

の
感
謝
の
念
に
思
い
は
心
中
期
す
も

の
極
め
て
多
い
迎
春
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

時
代
の
変
遷
と
共
に
業
界
の
実
情

を
も
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

現
在
の
日
本
経
済
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

に
よ
る
回
復
基
調
進
行
中
と
で
も
申

し
ま
し
よ
う
か
、
一
億
総
活
躍
の
言
葉

と
は
裏
腹
に
、
我
々
業
界
は
そ
の
恩
恵

が
実
感
出
来
な
い
の
が
現
状
で
あ
り

ま
す
。
昨
年
四
月
、
三
度
目
の
国
庫
補

助
金
を
申
請
し
て
お
り
ま
し
た
所
、
六

月
末
、
厚
生
労
働
省
よ
り
補
助
事
業
推

進
が
認
め
ら
れ
、
九
月
よ
り
各
協
議

会
、
各
支
部
に
お
い
て
営
業
支
援
事
業

を
軸
と
し
て
講
習
会
の
開
催
に
よ
り

活
性
化
を
推
し
進
め
、
そ
の
成
果
を
こ

れ
か
ら
実
感
し
て
頂
く
年
と
位
置
づ

け
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
、
組
合
員
皆
様
よ
り
ア
ン
ケ
ー

ト
を
頂
き
ま
し
た
。
心
温
ま
る
励
ま
し

あ
り
、
又
活
性
化
に
向
か
っ
て
更
に
努

力
せ
よ
等
、
本
当
に
組
合
員
皆
様
の
組

合
を
愛
す
る
気
持
ち
が
手
に
取
る
よ

う
に
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
頂
い
た
内

容
を
本
年
の
組
合
運
営
の
指
針
と
し

て
、
全
て
が
満
足
し
て
頂
く
の
は
難
し

い
と
思
い
ま
す
が
努
力
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
す
。
組
合
員
で
良
か
っ
た
と

思
っ
て
頂
け
る
様
、
役
員
一
同
心
を
ひ

と
つ
に
力
を
合
わ
せ
て
希
望
の
持
て

る
年
に
し
た
く
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

す
の
で
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
組
合
員
皆
様
方
の
ご
繁
栄
と
ご
家

族
の
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

理
事
長
　
佐 

藤  

　
功
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
が
よ
り
良
き
年
と
な
り
ま
す
よ

う
願
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
三
月
、
韓
国
で
開
催
さ
れ
た
第

三
十
六
回
世
界
理
容
美
容
技
術
選
手
権

大
会
で
は
、日
本
チ
ー
ム
は
シ
ニ
ア
競
技

で
テ
ク
ニ
カ
ル
部
門
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
部

門
と
も
に
団
体
総
合
優
勝
、個
人
で
は
私

も
含
め
て
三
人
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、さ
ら

に
は
今
ま
で
に
な
い
メ
ダ
ル
量
産
を
果

た
し
、世
界
を
リ
ー
ド
す
る
日
本
の
技
術

を
世
界
に
強
く
印
象
づ
け
ま
し
た
。関
係

者
に
対
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
は
、理
容
師
法
制
定
七
十
年
お
よ

び
生
活
衛
生
法
制
定
六
十
年
を
む
か
え

る
な
ど
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。国
際
化

が
一
層
進
む
中
に
お
い
て
理
容
業
界
が

さ
ら
な
る
発
展
を
と
げ
、実
り
あ
る
一
年

と
な
る
よ
う
、共
に
前
進
し
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。
一
昨
年
に
規
制
改
革
実
施
計

画
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

理
容
サ
ロ
ン
に
お
け
る
パ
ー
マ
ネ
ン
ト

ウ
ェ
ー
ブ
や
訪
問
福
祉
理
容
の
対
象
の

明
確
化
、範
囲
の
拡
大
等
に
関
す
る
通
知

が
発
出
さ
れ
る
な
ど
、
業
界
は
今
、
大
き

な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。全
国
理
容

連
合
会
で
は
、こ
う
し
た
変
化
を
業
界
発

展
の
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
ら
れ
る
よ
う
、

キ
ッ
ズ
、
シ
ニ
ア
、
レ
デ
ィ
ス
顧
客
獲
得

戦
略
な
ど
、営
業
に
直
結
す
る
各
種
施
策

を
展
開
し
、競
争
を
勝
ち
抜
け
る
「
強
い

業
づ
く
り
」
を
行
っ
て
お
り
、現
在
は
営

業
ツ
ー
ル
と
し
て
使
え
る
ヘ
ア
カ
タ
ロ

グ
を
作
成
し
て
、皆
さ
ま
の
お
手
元
に
届

け
ら
れ
る
よ
う
作
業
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

全
国
大
会
で
は
レ
デ
ィ
ス
競
技
に

パ
ー
マ
を
必
須
と
し
た
他
、二
〇
二
〇
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
見
据
え
て
政
府
が
推
進
す
る
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
対
策（
訪
日
外
国
人
旅
行
者
対

策
）
等
に
も
取
り
組
む
な
ど
、行
政
の
動

き
に
も
迅
速
に
対
応
し
な
が
ら
各
サ
ロ

ン
の
営
業
力
強
化
を
進
め
て
お
り
、業
務

範
囲
、市
場
規
模
の
拡
大
に
も
努
め
て
い

く
所
存
で
す
。

　
ど
う
か
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

積
極
的
に
行
動
を
起
こ
し
て
変
化
を

チ
ャ
ン
ス
へ
と
昇
華
さ
せ
、売
上
に
つ
な

げ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、旧
年
に

も
倍
し
て
ご
指
導
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

全
国
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会

　
　
　
　
理
事
長
　
大 

森
　
利 

夫 

氏

平
成
二
十
九
年（
二
〇
一
七
年
）年
頭
所
感

変
化
を
チ
ャ
ン
ス
へ
と

　
　
　
　
昇
華
さ
せ
よ
う

祝
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

組織部長
香 川  正 雄 氏
（多度津支部）

全
国
理
容
連
合
会

理
事
長
表
彰

　

第
六
十
八
回
全
国
理
容
競
技
大
会
並

び
に
理
容
二
〇
一
六
メ
ッ
セ
ー
ジ
全
国

大
会
が
平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
一

日
㈪
高
知
県
立
春
野
総
合
運
動
公
園
体

育
館
で
開
催
さ
れ
た
。
今
大
会
は
、高
知

県
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、久
々
に
一

部
か
ら
三
部
ま
で
の
す
べ
て
の
部
門
に

総
勢
五
名
が
出
場
。
ま
た
、ベ
テ
ラ
ン
理

容
師
が
腕
を
競
い
合
う
マ
ス
タ
ー
ス
タ

イ
リ
ス
ト
部
門
「
よ
さ
こ
い
大
賞
」
に

は
、北
地
一
行
氏
と
増
田
重
昭
氏
が
出
場

し
た
。

　
開
会
式
に
続
き
、第
一
部
門
競
技
よ
り

開
始
さ
れ
、
緊
張
感
あ
ふ
れ
る
会
場
で

は
、こ
の
日
の
た
め
に
一
年
間
練
習
し
て

き
た
選
手
が
、モ
デ
ル
と
一
心
同
体
の
素

晴
ら
し
い
作
品
を
つ
く
り
、審
査
会
場
か

ら
出
て
き
た
モ
デ
ル
に
は
、観
客
が
幾
重

に
も
取
り
囲
む
様
子
が
見
ら
れ
た
。

　
表
彰
式
で
は
、「
よ
さ
こ
い
大
賞
」
の

敢
闘
賞
で
北
地
一
行
選
手
の
名
前
が
読

み
上
げ
ら
れ
る
と
香
川
県
応
援
団
か
ら

大
き
な
歓
声
が
あ
が
り
、ま
た
各
部
門
の

優
勝
発
表
で
は
、苦
楽
を
共
に
し
た
モ
デ

ル
が
涙
を
見
せ
る
場
面
も
あ
り
、感
動
的

な
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
な
っ
た
。

　
香
川
県
選
手
は
全
国
の
壁
は
厚
く
、入

賞
を
逃
し
た
が
、作
品
自
体
の
成
果
は
上

が
り
つ
つ
あ
り
、今
年
の
和
歌
山
大
会
で

の
雪
辱
を
期
待
し
た
い
。

（
県
広
報　
小
松
芳
浩
）

北
地
選
手
が
敢
闘
賞
（
マ
ス
タ
ー
ス
タ
イ
リ
ス
ト
部
門
）

高
知
県
で
全
国
理
容
競
技
大
会
開
催

表彰を受ける北地選手（左）

香川県選手団と応援団
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◇
経
過
日
誌

　
三
役
会

・
第
四
回
国
庫
補
助
金
事
業
特
別
三
役
会

　
十
一
月
十
四
日
㈪善

通
寺
市
民
体
育
館

・
第
六
回
三
役
会

　
十
二
月
十
九
日
㈪
午
後
三
時

組
合
事
務
所
会
議
室

　
三
役
部
長
会

・
第
二
回
三
役
部
長
会

　
十
一
月
二
十
八
日
㈪
午
後
二
時

組
合
事
務
所
会
議
室

　
理
事
会

・
第
二
回
理
事
会

　
十
二
月
五
日
㈪
午
前
十
一
時

石
清
尾
八
幡
宮

　
委
員
会

・女
性
部
委
員
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
準
備
委
員
会

　
十
月
二
十
四
日
㈪
正
午

組
合
事
務
所
会
議
室

・
広
報
委
員
会

　
十
一
月
二
十
八
日
㈪
午
前
十
時

組
合
事
務
所
会
議
室

協
議
会

・
東
讃
協
議
会
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　
十
二
月
十
二
日
㈪
午
前
十
時太洋

ボ
ウ
ル

　
講
師
会

・
香
川
県
講
師
会
秋
期
研
修
会

　
十
月
十
日
㈪
午
前
十
時

タ
カ
ラ
ベ
ル
モ
ン
ト
２
Ｆ

　
講
習
会

・
強
化
練
習

　
十
月
三
日
㈪
終
日

　
十
月
十
二
日
㈬
午
後
八
時
三
十
分

　
十
一
月
九
日
㈬
午
後
八
時
三
十
分

タ
カ
ラ
ベ
ル
モ
ン
ト
２
Ｆ

・
中
讃
協
議
会
衛
生
講
習
会

　
十
月
三
日
㈪
午
前
十
時県立

丸
亀
競
技
場

・
西
讃
協
議
会
商
工
セ
ミ
ナ
ー

　
十
月
二
十
四
日
㈪
午
前
九
時

観
音
寺
商
工
会
館

・
土
庄
、内
海
合
同
支
部
講
習

　
十
月
二
十
四
日
㈪
午
前
十
時

土
庄
中
央
公
民
館

・
ニ
ュ
ー
ヘ
ア
組
合
講
習

　
十
月
三
十
一
日
㈪
午
前
十
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
中
会
議
室

・
仏
生
山
支
部
講
習

　
十
一
月
十
一
日
㈮
午
後
八
時
三
十
分

ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン　
イ
ケ
ハ
ラ

・
土
庄
、内
海
合
同
支
部
講
習

　
十
一
月
十
四
日
㈪
午
前
十
時

サ
ン
・
オ
リ
ー
ブ

・
西
讃
協
議
会
髪
育
講
習

　
十
一
月
二
十
八
日
㈪
午
前
十
時

三
豊
マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ

・坂
出
、綾
北
、飯
山
支
部
合
同
髪
育
講
習

　
十
一
月
三
十
日
㈬
午
後
八
時理容

サ
ト
ウ

・
高
松
支
部
髪
育
講
習

　
十
一
月
三
十
日
㈬
午
後
八
時
三
十
分

ヘ
ア
ス
タ
ジ
オ
神
谷

　
十
二
月
一
日
㈭
午
後
八
時
三
十
分

　
カ
ッ
ト
ハ
ウ
ス  

ウ
イ
ン  

サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
店

　
十
二
月
七
日
㈬
午
後
八
時
三
十
分

Barber shop 

ミ
ヤ
モ
ト

　
十
二
月
九
日
㈮
午
後
八
時
三
十
分

ト
ー
タ
ル
サ
ロ
ン　
イ
ケ
ウ
チ
メ
ン
ズ

　
十
二
月
十
三
日
㈫
午
後
八
時
三
十
分

LO
N

G
  m

en’s  hair

　
十
二
月
十
四
日
㈬
午
後
八
時
三
十
分

ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン　
か
わ
す
じ

　
競
技
大
会

・
第
六
十
八
回
全
国
理
容
競
技
大
会

　
十
一
月
二
十
一
日
㈪

高
知
県
立
春
野
総
合
運
動
公
園

　
そ
の
他

・
管
理
理
容
師
資
格
認
定
講
習

　
十
月
十
日
㈪
午
前
九
時
三
十
分

　
十
月
十
七
日
㈪
午
前
九
時
三
十
分

　
　
香
川
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

・
西
日
本
理
事
長
会

　
十
月
十
六
日
㈰
、十
七
日
㈪

グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
広
島

・
県
組
合
ゴ
ル
フ
大
会

　
十
一
月
七
日
㈪
午
前
八
時
三
十
分

ロ
イ
ヤ
ル
高
松
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

・
県
組
合
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
十
一
月
十
四
日
㈪
午
前
九
時
三
十
分

善
通
寺
市
民
体
育
館

・
髪
授
神
祠
大
祭

　
十
二
月
五
日
㈪
午
前
十
時石清

尾
八
幡
宮

・
組
合
事
務
所
仕
事
納
め

　
十
二
月
二
十
七
日
㈫

 

◇
予
定
行
事

 　
三
役
会

・第
五
回
国
庫
補
助
金
事
業
特
別
三
役
会

　
一
月
十
六
日
㈪
午
後
三
時

組
合
事
務
所
会
議
室

・
監
査
会

　
四
月
十
日
㈪
午
前
十
時

組
合
事
務
所
会
議
室

　
三
役
部
長
会

・
第
三
回
三
役
部
長
会

　
二
月
二
十
日
㈪
午
前
十
時

組
合
事
務
所
会
議
室

・
二
十
九
年
度
第
一
回
三
役
部
長
会

　
四
月
十
日
㈪
午
後
一
時

組
合
事
務
所
会
議
室

　
理
事
会

・
第
三
回
理
事
会

　
二
月
二
十
七
日
㈪
午
前
十
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
中
会
議
室

・
二
十
九
年
度
第
一
回
理
事
会

　
四
月
十
七
日
㈪
午
前
十
時

組
合
事
務
所
会
議
室

　
役
員
会

・
広
報
委
員
会

　
二
月
二
七
日
㈪
午
後
一
時

組
合
事
務
所
会
議
室

　
総
代
会

・
平
成
二
十
九
年
度
通
常
総
代
会

　
五
月
十
五
日
㈪
午
前
十
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
大
会
議
室

　
協
議
会

・
中
讃
協
議
会
役
員
旅
行

　
二
月
六
日
㈪
、七
日
㈫　
　
　

  

別
府

　
講
習
会

・
丸
亀
・
多
度
津
支
部
髪
育
講
習

　
一
月
十
一
日
㈬
午
後
八
時
三
十
分

H
air Space Fit

・
中
讃
協
議
会
講
習
会

　
一
月
二
十
三
日
㈪
午
前
九
時
三
十
分

坂
出
商
工
会
議
所

・
青
年
部
主
催
講
習
会（
四
国
協
議
会
）

　
一
月
二
十
三
日
㈪
午
後
一
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
中
会
議
室　

・
県
組
合
講
習
会

　
一
月
三
十
日
㈪
午
前
十
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
中
会
議
室

　
競
技
会

・
香
川
県
理
容
競
技
大
会

　
五
月
八
日
㈪
午
前
十
一
時

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

　
そ
の
他

・
組
合
事
務
所
仕
事
始
め

　
一
月
五
日
㈭

・
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｋ
‐
大
野
敬
太
郎
君
を

　
励
ま
す
会

　
一
月
十
二
日
㈭
午
後
六
時

オ
ー
ク
ラ
ホ
テ
ル
丸
亀
２
Ｆ
鳳
凰
の
間

・
木
村
義
雄
新
春
賀
詞
交
歓
会

　
一
月
十
七
日
㈫
午
前
十
一
時
三
十
分

ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
高
松
２
Ｆ
玉
藻
の
間

・香
川
県
生
活
衛
生
同
業
組
合
新
年
賀
詞
交
換
会

　
一
月
十
五
日
㈰
正
午

高
松
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル
２
Ｆ
蘭
の
間

・
理
容
師
国
家
試
験（
実
技
）

　
二
月
一
日
㈬

香
川
県
美
容
学
校

・
県
組
合
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　
二
月
十
三
日
㈪
午
前
十
時太

洋
ボ
ウ
ル

・
理
容
師
国
家
試
験（
筆
記
）

　
三
月
五
日
㈰　
　

 

愛
媛
大
学
工
学
部 

 

協

議

会

協

議

会

講

習

会

三
役
部
長
会

委

員

会

三

役

会

三

役

会

三
役
部
長
会

理

事

会

理

事

会

役

員

会

総

代

会

競

技

会

そ

の

他

講

師

会

講

習

会

競
技
大
会

そ

の

他

経
過
及
び
行
事
予
定
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し
た
。

　

募
金
活
動
と
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
収
集
も

あ
り
、
多
く
の
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。

 　
　
　
　
　
　
（
県
広
報　
松
原
敏
晃
）

◎
中
讃
協
議
会

　
平
成
二
十
八
年
九
月
十
二
日
、丸
亀
城

に
お
い
て
、
中
讃
協
議
会
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
休
み
の
早

朝
、
怪
し
い
お
天
気
の
中
で
し
た
が
、

七
十
人
超
え
の
参
加
者
が
集
ま
り
、遊
歩

道
、
植
え
込
み
の
中
、
排
水
溝
な
ど
、
手

馴
れ
た
手
つ
き
で
ゴ
ミ
を
回
収
し
、み
る

み
る
用
意
し
た
ゴ
ミ
袋
は
ゴ
ミ
で
一
杯

に
な
り
ま
し
た
。集
合
場
所
に
集
合
し
て

か
ら
は
、
燃
え
る
も
の
、
ビ
ン
，
缶
な
ど

に
き
ち
ん
と
分
別
し
、丸
亀
城
は
す
っ
か

り
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。何
処
の
清
掃

で
も
、き
れ
い
に
な
っ
た
の
を
見
る
の
は

気
持
ち
が
良
い
で
す
し
、達
成
感
も
あ
り

ま
す
。ま
た
次
回
も
多
く
の
参
加
者
で
理

容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
を
盛
り
上
げ
て

◎
東
讃
協
議
会

　
平
成
二
十
八
年
九
月
十
二
日(

月)

全

国
一
斉
に
行
な
わ
れ
た
「
理
容
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
日
」
に
、東
讃
協
議
会
で
は
、

組
合
員
ら
七
十
名
が
参
加
し
、志
度
湾
に

面
し
た
国
定
公
園
、津
田
の
松
原
で
第
九

回
目
の
清
掃
奉
仕
を
行
っ
た
。八
時
三
十

分
よ
り
野
崎
耕
次
東
讃
協
議
会
長
か
ら

作
業
区
割
り
、安
全
面
に
留
意
す
る
旨
の

挨
拶
の
後
、一
斉
に
開
始
。
二
時
間
三
十

分
の
作
業
で
二
ト
ン
車
約
三
台
分
の
ゴ

ミ
を
集
積
し
た
。
今
年
は
、台
風
の
通
過

は
無
か
っ
た
も
の
の
、や
は
り
そ
こ
は
広

い
松
原
。
雑
草
、落
葉
は
相
当
あ
り
な
が

ら
も
、参
加
者
は
理
容
業
に
携
わ
れ
る
感

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
県
広
報　
白
川
成
二
）

◎
西
讃
協
議
会

　
平
成
二
十
八
年
九
月
十
二
日（
曇
り
）。

朝
八
時
三
十
分
集
合
。毎
年
九
月
の
第
二

月
曜
「
理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」。
曇

り
の
ち
雨
の
天
気
予
報
で
し
た
。毎
年
雨

だ
け
は
と
願
っ
て
い
ま
す
が
、何
と
か
曇

り
で
蒸
し
暑
い
日
で
し
た
。前
回
は
伊
吹

島
と
海
を
バ
ッ
ク
に
写
真
撮
影
し
ま
し

た
が
、今
回
は
ゴ
ミ
拾
い
の
姿
と
砂
浜
海

岸
を
バ
ッ
ク
に
一
枚
。約
三
十
名
が
募
金

と
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
参
頂
き
、観
音
寺

有
明
浜
を
燃
え
る
ゴ
ミ
と
燃
え
な
い
ゴ

ミ
を
分
け
な
が
ら
砂
浜
を
歩
い
て
行
き

ま
し
た
。小
さ
い
ゴ
ミ
で
も
数
が
集
ま
る

と
三
十
袋
以
上
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。朝

早
く
か
ら
の
清
掃
活
動
、西
讃
協
議
会
の

方
々
ご
苦
労
様
で
し
た
。あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
県
広
報　
森　
健
二
）

理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
in
香
川

謝
を
込
め
て
奉
仕
を
行
っ
た
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
募
金
も
二
万
八
千
八
百
六
十
三

円
と
、善
意
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。
次

回
も
又
会
い
ま
し
ょ
う
の
声
も
聞
か
れ

る
中
、無
事
終
了
し
た
。
参
加
者
の
皆
様

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

（
県
広
報　
藤
沢
弘
順
）

◎
高
松
協
議
会

 　

高
松
協
議
会
は
平
成
二
十
八
年
九
月

十
二
日
㈪
理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
に
、

石
清
尾
八
幡
宮
・
髪
授
神
祠
・
蜂
穴
神
社

周
辺
お
よ
び
参
道
の
清
掃
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
参
加
者
は
約
三
十
名
。

　

午
前
九
時
よ
り
神
谷
彰
高
松
協
議
会

長
の
挨
拶
の
後
、清
掃
活
動
を
開
始
し
ま

し
た
。一
時
間
程
度
の
熱
心
な
清
掃
活
動

後
、集
合
写
真
の
撮
影
を
し
て
終
了
し
ま
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今
回
で
第
五
回
を
迎
え
た
片
原
町
東

部
商
店
街
と
コ
ラ
ボ
の
元
気
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
！
九
月
十
九
日
㈪
は
あ
い
に

く
の
雨
で
し
た
が
、二
十
八
年
の
総
踊
り

ア
ワ
ー
ド
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た
愛
祭

連
の
ダ
ン
ス
を
皮
切
り
に
盛
大
に
開
幕
。

香
川
県
理
容
組
合
は
助
成
金
経
営
支
援

の
髪
育
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
他
、毎

年
恒
例
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
・
体
感
コ
ー

ナ
ー
、
毛
髪
診
断
、
理
容
ウ
ル
ト
ラ
ク

イ
ズ
、
又
講
師
に
よ
る
キ
ッ
ズ
ヘ
ア
ー

シ
ョ
ー
な
ど
大
勢
の
方
々
に
理
容
の
素

晴
ら
し
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。高
松
西
高
の
書
道
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
、ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
な

ど
も
会
場
を
盛
り
上
げ
一
般
の
方
々
を

巻
き
込
み
大
変
活
気
あ
る
イ
ベ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
。今
後
も
こ
の
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
し
少
し
で
も
理

容
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
繋
が
れ
ば
幸

い
で
す
。

（
講
師
会
長　
山
本
恵
三
）

　

第
二
十
五
回
香
川
県
理
容
組
合
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
平
成
二
十
八

年
十
一
月
十
四
日
に
善
通
寺
市
民
体
育

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

野
崎
耕
次
東
讃
協
議
会
長
よ
り
開
会

が
宣
言
さ
れ
、佐
藤
功
理
事
長
を
は
じ
め

諸
先
生
方
の
始
球
式
に
よ
り
大
会
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。上
級
ク
ラ
ス
に
東
讃

三
チ
ー
ム
、
高
松
、
中
讃
混
合
の
合
計
五

チ
ー
ム
、中
級
ク
ラ
ス
に
は
東
讃
三
チ
ー

ム
、
中
讃
三
チ
ー
ム
、
高
松
、
西
讃
の
合

計
八
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

成
績
は

上
級　
優
勝　
中
讃
混
合

　
　
　
二
位　
さ
ぬ
き

　
　
　
三
位　
高
松
Ａ

中
級　
優
勝　
西
讃

　
　
　
二
位　
さ
ぬ
き

　
　
　
三
位　
丸
亀
Ａ

　
　
　
　
　
　
丸
亀
Ｂ

で
し
た
。

　
宇
賀
様
、
キ
タ
ガ
ワ
様
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ

生
命
様
よ
り
景
品
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
女
性
部
長　
藤
澤
栄
利
子
）

　

香
川
県
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
理
容
師
ゴ

ル
フ
ァ
ー
を
決
め
る
香
川
県
理
容
組
合

ゴ
ル
フ
大
会
が
平
成
二
十
八
年
十
一
月

七
日（
月
）、ロ
イ
ヤ
ル
高
松
カ
ン
ト
リ
ー

倶
楽
部
で
開
催
さ
れ
た
。

　
今
回
は
、参
加
者
が
二
十
八
名
と
若
干

少
な
め
で
は
あ
っ
た
が
、雲
一
つ
な
い
秋

空
の
中
、親
睦
を
図
り
な
が
ら
も
激
し
い

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

池
や
谷
を
戦
略
的
に
配
置
し
た
コ
ー

ス
に
手
こ
ず
り
、徐
々
に
脱
落
し
て
い
く

選
手
の
多
い
中
、多
度
津
支
部
香
川
正
雄

選
手
が
終
始
安
定
し
た
シ
ョ
ッ
ト
で
他

を
圧
倒
し
、ト
ー
タ
ル
七
十
五
の
驚
異
的

な
ス
コ
ア
で
、前
年
の
準
優
勝
の
雪
辱
を

晴
ら
す
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

　
競
技
後
の
表
彰
式
で
は
、初
瀬
名
央
青

年
部
長
よ
り
各
入
賞
者
に
豪
華
賞
品
が

贈
ら
れ
、
盛
大
な
拍
手
の
中
、
次
回
の
大

会
の
健
闘
を
誓
い
、
閉
会
し
た
。

成
績
は
以
下
の
通
り
（
敬
称
略
）

優　
勝　
香
川
正
雄
（
多
度
津
）

準
優
勝　
山
田　
龍
（
坂　
出
）

三　
位　
宮
脇　
勇
（
坂　
出
）

（
県
広
報　
小
松
芳
浩
） 

髪育デモンストレーション

上級優勝　中讃混合チーム中級優勝　西讃チーム

理容体験コーナー

元
気

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

片
原
町
で
理
容
業
を
大
い
に
ア
ピ
ー
ル

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
を
満
喫
！

息
の
合
っ
た
チ
ー
ム
プ
レ
ー
に
歓
声

秋
空
に

ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
！

香
川
県
組
合
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

強烈なスパイクが決まる

出場者の皆さんと記念写真
優勝盾を送る初瀬部長（左）と
優勝した香川選手（右）
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全
理
連
２
０
１
７
ニ
ュ
ー
ヘ
ア
の
技
術

講
習
会
が
平
成
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日

㈪ 

午
前
十
時
か
ら
、
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
中

会
議
室
で
大
阪
よ
り
全
理
連
講
師
の
増
田

直
也
氏
を
お
迎
え
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　
今
回
の
ニ
ュ
ー
ヘ
ア
は
「
ｇ
ａ
ｉ
ｎ
‐

Ｇ
」。
ｇ
ａ
ｉ
ｎ
と
は
、
勝
ち
抜
く
、
得
る

と
い
う
意
味
。
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
を
勝
ち

抜
く
男
性
向
け
ヘ
ア
と
い
う
意
味
も
あ
り

な
が
ら
、
組
合
員
に
こ
の
技
術
を
得
て
儲

け
て
も
ら
い
た
い
と
の
意
味
合
い
も
あ
る
。

　
ス
タ
イ
ル
は
日
本
人
に
あ
り
が
ち
な
絶

壁
を
矯
正
す
る
カ
ッ
ト
ラ
イ
ン
で
上
部
に

重
み
を
持
た
せ
、
ト
レ
ン
ド
を
意
識
し
た

◆
西
讃
協
議
会
　
商
工
セ
ミ
ナ
ー

　
平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
四
日
㈪
観
音

寺
商
工
会
議
所
に
お
い
て
、
本
年
度
も
商

工
会
の
お
力
添
え
を
頂
き
、
商
工
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
朝
九
時
か
ら
昼

一
時
ま
で
、
例
年
よ
り
一
時
間
長
く
な
り

ま
し
た
。一
部
は
衛
生
講
習
を
一
時
間
。休

憩
中
の
時
間
に
水
素
水
の
実
演
。
二
部
は

中
谷
嘉
孝
全
理
連
講
師
に
よ
る
経
営
セ
ミ

ナ
ー
。三
部
に
ハ
サ
ミ
研
ぎ
の
タ
ッ
サ
ー・

日
本
毛
髪
医
科
学
研
究
所
の
レ
イ
ソ
ー
育

毛
剤
の
説
明
。
と
少
し
ハ
ー
ド
な
半
日
で

し
た
が
、
い
い
経
営
学
と
知
識
が
勉
強
に

な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
中
谷
講
師
の
「
リ

ア
ル
ブ
ラ
ン
ド
」
と
そ
の
定
義
と
実
践
が

こ
れ
か
ら
の
個
々
の
経
営
に
大
切
な
も
の

と
感
じ
て
い
ま
す
。「
そ
の
店
に
通
う
理

由
」「
そ
の
店
で
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
理

由
」
を
、
今
更
で
す
が
考
え
て
い
ま
す
。

半
日
で
た
く
さ
ん
の
内
容
に
な
り
ま
し
た

が
、
店
に
持
ち
帰
り
衛
生
管
理
の
事
、
経

営
の
事
、
ハ
サ
ミ
研
ぎ
、
育
毛
と
ま
だ
ま

だ
勉
強
が
必
要
そ
し
て
実
践
。
個
人
的
に

は
、
お
客
様
に
対
す
る
私
の
年
代
で
出
来

る
リ
ア
ル
ブ
ラ
ン
ド
を
考
え
て
い
ま
す
。

四
時
間
と
長
い
セ
ミ
ナ
ー
に
な
り
ま
し
た

が
、
充
実
し
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
県
広
報　
森　
健
二
）

◆
中
讃
協
議
会
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　
八
月
二
十
九
日
、
坂
出
の
中
央
ボ
ウ
ル

に
て
、
中
讃
協
議
会
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
日
程
の
せ
い

か
、
参
加
人
数
十
四
名
と
少
し
寂
し
い
人

数
で
し
た
が
、
ゲ
ー
ム
が
ス
タ
ー
ト
す
る

と
熱
戦
と
な
り
ま
し
た
。
二
ゲ
ー
ム
で
す

か
ら
、
片
方
が
良
く
て
も
優
勝
は
叶
い
ま

せ
ん
。
二
ゲ
ー
ム
と
も
安
定
し
た
投
球
が

光
っ
た
、
綾
南
支
部
の
菅
原　
清
氏
が
見

事
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
ハ
イ
ス
コ
ア
ー

賞
は
、
品
地
氏
が
輝
き
ま
し
た
。
ボ
ウ
リ

ン
グ
は
力
で
は
な
い
と
い
う
の
を
思
い
知

ら
さ
れ
ま
し
た
し
、
ス
ト
ラ
イ
ク
を
狙
う

欲
が
強
す
ぎ
る
と
、
力
ん
で
し
ま
い
結
果

に
繋
が
ら
な
い
の
が
、
ス
コ
ア
に
見
事
に

現
れ
ま
す
。
今
年
は
も
う
少
し
参
加
人
数

を
多
く
し
て
、賑
や
か
に
し
た
い
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
（
県
広
報　
白
川　
成
二
）

◆
五
支
部
合
同
衛
生
講
習
会
を

　
開
催

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
六
日
㈪ 

高
松
、

香
北
、
仏
生
山
、
平
井
、
さ
ぬ
き
支
部
の

合
同
衛
生
講
習
会
が
高
松
テ
ル
サ
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
講
習
は
三
部
構
成
。

　
第
一
部
の
講
師
は
高
松
市
保
健
所
生
活

衛
生
課
環
境
衛
生
係
長
の
粂
川
美
千
代

氏
。「
衛
生
・
消
毒
及
び
理
容
師
法
の
運
用

の
改
正
に
つ
い
て
」
の
講
義
が
あ
り
ま
し

た
。

　
理
容
室
の
パ
ー
マ
施
術
や
美
容
室
で
の

男
性
カ
ッ
ト
施
術
の
改
正
内
容
な
ど
の

他
、
店
の
改
装
改
築
新
築
の
場
合
は
事
前

に
保
健
所
に
相
談
し
て
お
く
と
無
難
で
あ

る
と
か
、
こ
の
夏
は
保
育
園
、
幼
稚
園
、

小
学
校
の
小
さ
い
子
ど
も
に
シ
ラ
ミ
感
染

の
報
告
が
増
え
て
き
て
い
る
と
い
っ
た
意

外
な
話
も
聞
け
ま
し
た
。

　
第
二
部
は
香
川
県
理
容
組
合
営
業
支
援

事
業
の
「
髪
育
（
か
み
い
く
）」
に
つ
い

て
。
講
師
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
の

今
川
昌
伸
県
講
師
。「
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
毛
を
生
や
す
の
は
む
ず
か
し
い
。
今
生

え
残
っ
て
い
る
毛
を
お
客
様
と
共
に
育
て

る
」
の
が
髪
育
の
シ
ス
テ
ム
と
い
う
こ
と

で
、
今
川
講
師
の
サ
ロ
ン
で
の
実
践
報
告

と
施
術
の
概
要
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
詳
し
い
内
容
説
明
、
技
術
指
導
は
県

下
各
支
部
講
習
で
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

　
第
三
部
は
㈱
タ
ッ
サ
ー
の
鋏
研
磨
機
に

つ
い
て
、
担
当
の
滝
澤
氏
か
ら
説
明
と
実

演
が
あ
り
ま
し
た
。
興
味
の
あ
る
参
加
者

は
持
参
し
た
鋏
を
そ
の
場
で
研
い
で
も
ら

い
、
研
磨
機
の
使
い
方
と
切
れ
味
を
確
認

し
て
い
ま
し
た
。

協
議
会
だ
よ
り

２
０
１
７
ニ
ュ
ー
ヘ
ア
「
ｇ
ａ
ｉ
ｎ
‐
Ｇ
」

今
年
は
こ
れ
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
勝
ち
抜
け
！

講
習
後
、
検
診
車
で
結
核
・
肺
が
ん
検
診

が
あ
り
、
今
回
も
長
い
行
列
が
で
き
て
い

ま
し
た
。

（
県
広
報　
松
原
敏
晃
）

優勝の菅原さん（左）と準優勝の
品地さん（右）

増田直也講師

粂川氏の講習を受ける五支部の皆さん
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も
の
と
な
っ
て
い
る
。
長
さ
の
指
定
は
時

に
設
け
ず
、
ど
ん
な
人
に
も
似
合
せ
る
こ

と
が
で
き
る
ス
タ
イ
ル
で
カ
ッ
ト
も
指
間

刈
り
や
す
く
い
刈
り
を
基
本
に
し
た
取
り

組
み
や
す
い
ス
タ
イ
ル
で
も
あ
る
。

　
今
回
も
大
勢
の
受
講
者
が
集
ま
り
、
増

田
先
生
の
わ
か
り
や
す
い
解
説
と
取
り
組

み
や
す
い
技
術
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
皆

さ
ん
興
味
し
ん
し
ん
に
立
ち
上
が
り
、
先

生
と
モ
デ
ル
を
囲
む
よ
う
に
熱
心
に
受
講

さ
れ
て
い
た
。
モ
デ
ル
さ
ん
も
今
回
の
趣

旨
に
沿
っ
た
ス
ー
ツ
姿
で
よ
く
似
合
い
う

仕
上
が
り
と
な
り
、
大
盛
況
の
う
ち
に
終

　
十
月
十
日
㈪
午
前
十
時
よ
り
、
こ
の
日

は
祭
日
で
は
あ
り
ま
す
が
、
香
川
県
講
師

会
秋
期
研
修
会
を
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
ト

レ
ー
ナ
ー
に
就
任
直
後
の
世
界
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
片
桐
寿
彦
氏
を
お
招
き
し
、
タ
カ
ラ

ベ
ル
モ
ン
ト
二
階
講
習
会
場
に
て
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
三
体
の
ウ
イ
ッ
グ
を
使
用

し
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
技
術
を
披
露
し

て
頂
き
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
そ
の
技
術

を
食
い
入
る
よ
う
に
見
学
し
て
お
り
ま
し

た
。
又
、
髪
の
毛
が
痛
ま
な
い
ブ
リ
ー
チ

方
法
、
カ
ラ
ー
の
入
れ
方
な
ど
営
業
に
も

参
考
に
な
る
よ
う
な
技
術
も
織
り
交
ぜ
大

変
素
晴
ら
し
い
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
平
成
二
十
八
年
十
一
月
に
高

知
県
で
開
催
し
た
全
国
大
会
の
香
川
県
代

表
選
手
の
ご
指
導
を
し
て
頂
き
、
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
香
川
県
か
ら
も
世
界
大
会
で
活
躍

で
き
る
よ
う
な
選
手
が
育
っ
て
頂
け
れ
ば

と
望
み
な
が
ら
研
修
を
大
盛
況
の
う
ち
の

終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

（
講
師
会
長　
山
本
恵
三
）

了
し
た
。

（
県
広
報　
小
松
芳
浩
）

世
界
の
技
に
感
嘆
！ 
県
講
師
会
秋
季
研
修
会
で

◆
平
井・仏
生
山
支
部
講
習
会

　

両
支
部
合
同
の
講
習
会
が
平
成

二
十
八
年
十
一
月
十
一
日
㈮ 

ヘ
ア
ー
サ

ロ
ン
イ
ケ
ハ
ラ
（
高
松
市
壇
紙
町
）
に
於

い
て
Ｐ
Ｍ 

八
時
半
よ
り
開
始
。｢

短
髪
専

門
短
髪
な
ら
任
せ
ろ｣

を
ポ
リ
シ
ー
に
経

営
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
松
原
敏
晃

県
講
師
を
招
聘
し
て｢

ス
キ
ン
フ
ェ
ー
ド

の
カ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム｣

に
つ
い
て
技
術
が

披
露
さ
れ
た
。
フ
ェ
ー
ド
と
は｢

ぼ
か
し

｣

の
こ
と
で
、
裾
を
剃
刀
で
そ
っ
て
、
そ

こ
か
ら
色
彩
豊
か
に
ぼ
か
す
刈
り
上
げ

ス
タ
イ
ル
。自
ら
厳
選
し
た
道
具
を
駆
使

し
、サ
ロ
ン
ワ
ー
ク
に
於
け
る
カ
ッ
ト
シ

ス
テ
ム
で
、二
名
の
モ
デ
ル
を
施
術
す
る

中
、熱
く
語
る
姿
勢
は
受
講
者
に
も
良
く

理
解
で
き
、
明
日
か
ら
使
え
る
技
術
と

あ
っ
て
熱
心
に
見
聞
し
て
い
た
。熱
気
ム

ン
ム
ン
の
講
習
会
も
十
一
時
過
ぎ
、山
崎

鎮
永
支
部
長
の
労
い
の
挨
拶
で
散
会
と

な
っ
た
。

（
県
広
報　
藤
沢
弘
順
）

◆
琴
平・丸
亀
合
同
支
部
講
習
会

 　
平
成
二
十
八
年
九
月
十
四
日
、午
後
八

時
半
か
ら
、
琴
平
、
丸
亀
合
同
支
部
講
習

会
が
、
ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
イ
シ
ダ
に
お
い

て
、堀
川
美
香
県
講
師
を
お
招
き
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。最
初
は
シ
ニ
ア
女
性
な

の
に
、バ
リ
カ
ン
？
と
驚
き
ま
し
た
が
、

仕
上
が
り
は
ス
ッ
キ
リ
し
て
す
て
き
な

髪
型
と
な
り
一
安
心
し
ま
し
た
。

　
も
う
一
人
の
モ
デ
ル
さ
ん
も
、毛
量
の

多
い
、く
せ
毛
の
ロ
ン
グ
ヘ
ア
ー
の
カ
ッ

ト
で
し
た
が
、
上
手
く
ア
イ
ロ
ン
、
ド
ラ

イ
ヤ
ー
等
を
使
い
、ま
と
め
て
下
さ
い
ま

し
た
。二
名
の
全
く
異
な
る
レ
デ
ィ
ー
ス

カ
ッ
ト
を
解
り
や
す
く
、解
説
を
交
え
な

が
ら
熱
心
に
指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、美
容
院
か
ら
流
出
し

て
き
た
女
性
客
を
、満
足
さ
せ
ら
れ
る
技

術
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
丸
亀
支
部
広
報　
　
西
原　
正
登
）

片桐トレーナーと受講生

世界大会種目作品

　　　

ニューヘア「ｇain-G」

支
部
だ
よ
り
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昭
和
三
十
年
代
後
半
に
国
が
実
施
し

た
理
容
所
に
対
す
る
調
査
で
多
く
の
無

資
格
者
が
従
事
し
て
い
る
こ
と
が
判
明

し
、
第
一
次
臨
時
行
政
調
査
会
は
、
理
容

師
免
許
を
業
務
独
占
か
ら
名
称
独
占
に

変
更
す
る
よ
う
答
申
し
ま
し
た
。

　

免
許
が
名
称
独
占
に
な
る
と
誰
で
も

営
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
、提
供
す
る
技

術
水
準
の
低
下
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、店

舗
間
の
過
当
競
争
が
激
化
す
る
こ
と
か

ら
、組
合
は
総
力
を
あ
げ
て
粘
り
強
い
反

対
運
動
の
結
果
、現
行
免
許
制
度
の
維
持

を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、答
申
か
ら
五
十
年
以

儂わ
し

よ
り
も
上
手
に
な
る
な
と
笑
み
う
か
べ

傘
寿
の
ゴ
ル
フ
友
達
言
え
り

 

カ
ラ
オ
ケ
の
苦
労
分
け
合
う
夫
婦
歌

思
い
出
重
な
り
し
み
じ
み
歌
う

 

大
根
の
葉
が
青
々
と
伸
び
て
い
る

畑
見
な
が
ら
手
を
振
り
歩
く

 

飯
山
支
部
　
平
尾
み
ち
子

短
　
歌
文

芸

欄

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
理
容
香
川
を
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、昨
年
は
全
国
大
会
が
高
知
県
開
催

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、十
一
月
に
取
材
員
と

し
て
久
し
ぶ
り
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。選

手
達
の
熱
い
戦
い
と
完
璧
な
作
品
、涙
の
表

彰
式
な
ど
素
晴
ら
し
い
大
会
で
し
た
。そ
こ

は
年
に
一
度
の
お
祭
り
。競
技
会
で
は
あ
り

ま
す
が
、
全
国
の
理
容
師
が
一
同
に
集
ま

り
、旧
交
を
温
め
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。
全

国
の
方
々
に
技
術
を
教
え
て
も
ら
い
、理
容

の
将
来
に
つ
い
て
語
り
合
う
時
間
を
過
ご

せ
た
こ
と
は
、私
に
と
っ
て
貴
重
な
体
験
で

し
た
。

　
今
年
は
和
歌
山
で
の
開
催
で
す
。選
手
の

皆
さ
ん
の
活
躍
を
期
待
し
つ
つ
今
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
文
化
広
報
部
長　
小
松
芳
浩
）

 

編
集
後
記

編
集
室
よ
り
お
知
ら
せ

次
回
四
月
号
の
発
行
の
原
稿
締
め

切
り
は
二
月
末
日
で
す
。

皆
様
の
ご
投
稿
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
下
さ
い
。

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

〒
七
六
〇
ー
〇
〇
六
二

香
川
県
高
松
市
塩
上
町

　
　
　
　
　
　
二
丁
目
五
番
二
二
号

香
川
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
化
広
報
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
八
七
ー
八
三
四
ー
七
六
四
九

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
八
七
ー
八
三
三
ー
二
〇
八
一

offi
ce@

kagaw
a-riyo.com

　
　
　
　
　
　
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

◦
鈴
木　
宣
行
氏
（
五
十
五
歳
）

　
平
成
二
十
八
年
十
一
月
六
日 

死
去

　
ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
パ
ー
ル（
高
松
支
部
）

　
昨
年
五
月
、豊
浜
支
部
員
の
黒
田
茂
三

郎
氏
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
一
昨
年
末
、

体
調
の
不
良
を
訴
え
、一
月
四
日
に
入
院

し
ま
し
た
。そ
の
時
点
で
四
月
ま
で
と
言

わ
れ
ま
し
た
。氏
は
九
十
を
過
ぎ
た
母
と

二
人
暮
ら
し
で
、親
族
の
意
向
に
よ
り
組

合
に
残
り
、共
済
掛
け
金
を
支
払
い
な
が

ら
闘
病
を
続
け
て
い
ま
し
た
が
、残
念
な

が
ら
五
月
末
に
永
眠
い
た
し
ま
し
た
。し

か
し
、組
合
共
済
に
入
っ
て
い
た
お
か
げ

で
老
齢
の
母
に
少
し
で
も
残
せ
た
こ
と

が
最
後
の
親
孝
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
組
合
共
済
に
入
っ
て
い
た
お

か
げ
で
す
。
組
合
の
皆
様
、本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
豊
浜
支
部
長　
武
田
幸
重
）

　

平
成
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
㈪
の

ニ
ュ
ー
ヘ
ア
講
習
会
に
先
立
ち
、
十
一

月
二
十
一
日
に
高
知
県
で
開
催
の
「
第

六
十
八
回
全
国
理
容
競
技
会
」に
出
場
す

る
選
手
の
壮
行
会
が
行
わ
れ
た
。

　
ま
ず
初
め
に
佐
藤
功
理
事
長
か
ら「
今

ま
で
の
練
習
の
成
果
を
い
か
ん
な
く
発

揮
し
、優
勝
を
目
指
す
つ
も
り
で
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」と
激
励
の
言
葉
が
あ
り
、

各
選
手
に
選
手
派
遣
費
が
手
渡
さ
れ
、選

手
を
代
表
し
て
北
地
一
行
副
理
事
長
か

ら「
壮
行
会
を
開
い
て
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。死
力
を
尽
く
し
て
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
」の
お
礼
の
言
葉
が

あ
っ
た
。

　
ま
た
、佐
藤
理
事
長
か
ら
派
遣
役
員
を

代
表
し
て
小
松
芳
浩
文
化
広
報
部
長
に

香
川
県
応
援
旗
が
手
渡
さ
れ
た
。

（
県
広
報　
小
松
芳
浩
）

 

お
く
や
み

共
済
金
の
お
礼

上
経
っ
た
今
で
も
無
資
格
者
の
従
事
が

完
全
に
解
消
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
状

態
に
あ
り
ま
す
。消
費
者
に
安
心
と
安
全

を
提
供
す
る
た
め
、公
益
財
団
法
人
理
容

師
美
容
師
試
験
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、国

家
試
験
合
格
者
の
早
期
免
許
登
録
を
呼

び
か
け
て
お
り
、組
合
と
し
て
も
こ
れ
に

呼
応
し
、
従
事
者
全
員
の
免
許
確
認
運

動
と
未
登
録
者
に
対
す
る
免
許
申
請
サ

ポ
ー
ト
事
業
を
展
開
中
で
す
。

　
組
合
で
は
、免
許
申
請
用
紙
を
無
償
で

配
布
し
て
い
る
ほ
か
、申
請
に
当
た
っ
て

の
指
導
・
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
の
で

お
気
軽
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

従
事
者
の
免
許
確
認
、

法
令
遵
守
で
、安
心
を
提
供

香川県選手団と派遣役員一同

勝
利
を
目
指
し
て

ガ
ン
バ
レ
！

香
川
県
代
表
の
全
国
大
会
壮
行
会
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